
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

● 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 ■ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

今年度に開発した冬期用部品を、製品化に向けて改良・検証する取り組みを進める

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

↓

アウトカム
成果指標1

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

調査実施 調査実施 調査実施

人工

指標

アウトプット
活動指標1

当事者のニーズ調査 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0 人工

令和7年度予算額 2,500 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 0

正規職員業務量 0 人工

令和6年度決算額 1,582 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0 人工

令和6年度予算額 0 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

冬期でも車椅子利用者等が安全かつ円滑に移動できる環境の実現を目指したい

他都市の状況

他都市における類似事例はない。札幌市は約１９７万人の大都市でありながら、年間平均降雪量は４５６ｃｍ（札幌管区気象
台）に達することから他都市の類似事例はないものの、本市において事業目標を掲げる意義は大きいと思われる。

市民参加の実施

令和5年度決算額 0 千円 うち特定財源 0

施策名 年齢・性別・障がいの有無・国籍・民族・宗教・文化などの違いを

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

車椅子等の福祉用具は障害者総合支援法の補装具の規定に基づいて支給されており、その基準は国が定めるものであること
から本市の降雪量などの地域特性が十分に反映されているとは言い難い。
そのような中で当事者団体より提出された、障がい者の雪道移動の改善に関する要望書では、夏季に比べて外出頻度が大き
く減少していることや、補装具制度の特例で認められている冬期用ツール（キャスタースキー）が融雪状況によって使用困難と
なる場合があるとの意見が寄せられた。
こうした課題を踏まえ、冬期移動の円滑化に向けて、冬期用ツールの活用促進に対するより踏み込んだ対応が求められてい
る。

事業内容
（何を実施し）

車いす利用者や視覚障がいのある方の冬期移動に係る生活実態やニーズの把握のために障がい当事者、同行援護事業者
及び福祉用具事業者にアンケート調査を実施した。
また、車椅子の冬期用部品を購入し、既存の杖部品とともに市社協福祉用具展示ホールに展示した。

事業名 障がい者冬期移動円滑化推進費

評価担当課 所   属 保）障がい保健　障がい福祉課 電話番号 011-211-2936

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 70257


